
校長 吉田 直美 

生活委員会 大活躍！ 
        

 塩焼小学校の朝は、昇降口の開錠から始まります。7時 50分になると、 

「塩焼小学校みなさーん、おはようございます！」 

と、昇降口を開錠している用務員リーダーの中村さんが、校庭で昇降口が開くのを待って

いる子どもたちに、大きな声であいつをしてくれています。 

「おはようございます！」と言い、我先にと昇降口に子どもたちが入ってきます。 

 

私も、昇降口前で子どもたちを迎えています。迎えながら、一人一人の様子をよく見てい

ると、教師としてのいろいろな見立てができます。 

ゴールデンウイーク明けの 5月 7日（火）は、あいさつをする子が少なく、覇気のない

様子でした。翌日も同様であったことから、連休の疲れが出ていないかな、久しぶりの登校

に気が重い子が多いのだろうかと、心配でした。 

 

５月 10日（金）は、今週一番覇気のある朝でした。この日は、生活委員会の上級生が 1

階 2 階の昇降口前で、登校してくる塩焼っ子たちに「おはようございます！」と笑顔であ

いさつしてくれていました。生活委員会のあいさつに応えるようにたくさんの「おはようご

ざいます」が響きました。生活委員の皆さん、どうもありがとう。 

おかげで私も、「おはようございます！」のあいさつをたくさん聞くことができました。

遠くからでも後ろ向きでも、声が聞こえてくるとたくさんの元気をもえらえます。 

あいさつは、自分も相手も大切に思う心の表れですね。紙面の右上に書かれた「めざす児

童像」。まさにそれだと思います。 

   

校長室前のカブトムシの幼虫      里芋の苗を植えました 
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【めざす児童像】 
・考え、判断する子 
・自分も相手も大切にできる子 
・体をきたえ、ねばり強く取り組む子 
 

全員配付 

越冬したカブトムシの幼虫を校長室前の

廊下で何十匹も飼っています。どこかのク

ラスで「飼いたいなあ」と言ってきてくれ

たらなあと期待しているところです。 

今のところ 1 年 3 組が意思表示をして

います。まだ、飼うと決めるまでには至っ

ていないようです。きっとクラスで話し合

っているのでしょうか。 

  

 先日、里芋の苗を手に入れたので、

学校で育てようと思っていたところ、

飼育栽培委員会の 6 年生が私の相談

に乗ってくれました。道路側にある畑

の一部を使うことになり、雑草を取

り、肥料を入れ、鍬で畝を作りました。 

 10 本の苗を植えて里芋畑の完成で

す。 

 「看板を立てよう」となり、デザイ

ンを考えてくれそうです。 


